
orienteering magazine 2009.10  1 

 

 

 

 

 

2009 年 8 月 8 日～15 日、イ

スラエルのテルアビブ近郊

で第７回マウンテンバイク

オリエンテーリング(MTB-O)

世界選手権が開催された。 

日本からは男子７名、女子１

名が出場し、男子では過去初

めて２名同時ロング予選通

過、女子は宮内選手がロング

決勝で２１位に入るなど、健

闘を見せた。 
 

大会ページは 

http://www.nivut.org.il/mtbo 

（地図・ルート図も記載） 

 

本大会の結果は以下の通り。 

 

ロング予選ロング予選ロング予選ロング予選（（（（8888 月月月月 10101010 日）日）日）日）    
（通過ラインは男子 20 位、女子 30 位） 

男子 A 

1. Brun Pedersen Lasse  DEN 54:01 

20.玉木 圭一            JPN 74:51 

24.足立 辰彦            JPN 81:02 

男子 B 

1. Gritsan Ruslan       RUS 56:57   

20.Daniel Marosffy      HUN 69:40 

22.新 隆徳              JPN 76:55 

24.芝田 敏仁            JPN 78:05 

男子 C 

1. Skovgaard Knudsen Erik DEN 54:06 

18.多田 宗弘            JPN 64:25 

20.Soria David          ESP 69:05 

24.名児耶 敏也          JPN 92:57 

女子 A 

1. Chernikh Ksenia       RUS 61:06 

13.宮内 佐季子          JPN 73:49 

20.Varotti Stella       ITA 77:11 

（女子 B は省略） 

 
名児耶敏也（大会ページより） 

 

男子は昨年のポーランド大会で初め

てロング予選を通過（救済措置に救わ

れた面もあったが）したのに続き、今

年は玉木、多田の２名が予選を通過し

た。日本人男子が予選を２名同時通過

したのは初めて。女子も宮内が高いパ

フォーマンスを発揮し、余裕の通過。

通過者の中でも中段グループに付けた。

男女合わせて３名決勝に残ったのも初

の快挙であった。 

 

ミドル決勝ミドル決勝ミドル決勝ミドル決勝（（（（8888 月月月月 11111111 日日日日））））    
ミドル・スプリントは予選が無く、

いきなり決勝となる（予選があるのは

ロングだけ） 

男子決勝男子決勝男子決勝男子決勝 76 名出走 

1. Gasbjerg Torbjorn  DEN  56:27 

2. Hradil Jiri         CZE 57:09 

3. Brun Pedersen Lasse DEN 57:17 

52.多田 宗弘               72:38 

66.新 隆徳                 84:29 

68.芝田 敏仁               87:11 

71.玉木 圭一             93:01 

72.足立 辰彦               94:51 

73.名児耶 敏也             97:09 

女子決勝女子決勝女子決勝女子決勝 52 名出走 

1. Hara Marika         FIN 52:22 

2. Gigon Michaela      AUT 53:23 

3. Schaffner Christine SUI 53:44 

37.宮内 佐季子             66:30 

 

岩場のシングルトラック（フットＯ

の小径ほどの幅）が多く、日本勢は苦

戦を強いられた。各選手ミスも多く、

厳しい結果となった。 

 
宮内佐季子（大会ページより） 

    
インタビューを受ける新隆徳（写真右）と

羽鳥和重（大会カメラマン撮影） 

    

リレーリレーリレーリレー（（（（8888 月月月月 13131313 日）日）日）日）    
リレーは１国２チーム出場、先にゴ

ールしたチームの方のみ順位がつく。 

男子男子男子男子    出走出走出走出走 16161616 国、完走国、完走国、完走国、完走 15151515 国国国国    

1. ロシア        124:26 

2. チェコ        125:13 

3. フィンランド     125:43 

15.日本（多田－玉木－新）177:59 

**.日本Ｂ（芝田－足立－名児耶） 

 

リレーは昨年まで２年連続で最下位

圏内を脱出、今回はさらに上を目指し

たが・・・ 

１走多田が転倒（右肩打撲）、フロン

トタイヤパンクのアクシデントに見舞

われ、大きく出遅れた。２走玉木、３

走新ががんばったものの、１走の出遅

れが大きく響き、約５年ぶりの完走チ

ーム中最下位に終わった。 

 

スプリントスプリントスプリントスプリント（（（（8888 月月月月 14141414 日）日）日）日）    
男子男子男子男子決勝決勝決勝決勝  出走 64 名 

1. Jackson Adrian      AUS 23:19 

2. Brun Pedersen Lasse DEN 23:30 

3. Gritcan Ruslan      RUS 23:56 

48.多田 宗弘               32:00 

53.新 隆徳                 35:51 

55.玉木 圭一               39:00 

57.柴田 敏仁               40:02 

女子女子女子女子決勝決勝決勝決勝 出走 45 名 

1. Bajtosova Hana   SVK 22:37 

2. Hara Marika      FIN 23:00 

3. Gigon Michaela   AUT 23:34 

23.宮内 佐季子          27:23 

 

公園内のくねくね曲がる舗装道路を

中心に、かなりトリッキーなコースが

組まれていた。 

宮内は最終コントロール直前までは

16 位を走っていたのだが、最終コント

ロールで１分以上のミス。それでも 23

位と堂々たる成績を収めた。 

ロング決勝に３名進出！ 

 

大会 

報告 多田宗弘 

マウンテンバイクオリエンテーリング世界選手権大会マウンテンバイクオリエンテーリング世界選手権大会マウンテンバイクオリエンテーリング世界選手権大会マウンテンバイクオリエンテーリング世界選手権大会    2009200920092009 年年年年 8888 月月月月 10101010----15151515 日日日日    
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玉木圭一。ロング決勝に進出 

 

ロング決勝ロング決勝ロング決勝ロング決勝(8(8(8(8 月月月月 15151515 日日日日))))    
男男男男子子子子 出走 60 名    

1. Jackson Adrian    AUS 1:32:41 

2. Gritsan Ruslan    RUS 1:35:25 

3. Barthelemy Matthieu FRA 1:36:23 

46.多田 宗弘             1:59:26 

55.玉木 圭一             2:23:43 

女子女子女子女子 出走 47 名    

1. Schaffner Christine SUI 1:31:11 

2. Zinkl Sonja       AUT 1:33:00 

3. Bajtosova Hana    SVK 1:33:07 

21.宮内 佐季子           1:45:20 

 

ロング決勝は、地図縮尺 1/20,000、

等高線間隔 10ｍということからも分か

るとおり、非常に高低差が激しいテレ

インでのルートチョイス勝負となった。 

男子では多田が 46 位と健闘、昨年の

58 位からさらに順位を伸ばした。 

女子は宮内が 21 位。これは MTB-O で

は文句なしで過去最高の結果だった。

（しかも宮内は大きなミス（３～４分）

を１つしており、それが無ければ 20 位

以内に入っていた計算になる） 

 

 

大会全体を振り返って大会全体を振り返って大会全体を振り返って大会全体を振り返って    
ロング予選の３人同時通過は初の快

挙。決勝でも宮内が女子 21 位、多田が

男子 46 位に入るなど、上位を伺える位

置に上がってきている。それに比べる

とミドル・スプリント・リレーは厳し

い結果に見えるが、悲観する必要はな

いと考える。今年は例年に比較して中

堅国・下位国の参加が少なかった。こ

のため日本が相対的に下位に沈んでい

るように見えているだけだ。 

男子は、トップを含め全体のレベル

が数年前に比べて格段に進歩している。

多田が「昨年より 5～10%速くなった」

と豪語して本大会に臨んだが、結果が

昨年と同程度だったことから、世界の

レベルも同様のスピードで進化してい

るのではないかと思われる。 

一方女子は、男子ほどの急激な進化

はまだ見られない。しかし急激に進化

するのは時間の問題だろう。女子選手

は、今の内に参戦し、今の内にがんば

れば、世界で一桁順位を獲るのも夢で

はない。（そこのあなた、いかがでしょ

う？？？）    

    
足立辰彦（大会ページより） 

    

    
多田宗弘（大会ページより） 

    

今後、日本が速くなるには今後、日本が速くなるには今後、日本が速くなるには今後、日本が速くなるには    
世界に追いつくためには、あるいは

世界に置いて行かれないようにするに

は、日本でももっと MTB-O が出来る環

境を整える必要がある。しかし、日本

では MTB-O ができる環境がほとんど無

いのが現状である。 

まず、ヒトがいない。代表選考会を、

代表選手自らが主催しているような現

状である（今年の選考会運営は多田が

中心になって実施）。選手選考自体、

「手を挙げれば代表になれる」状態に

近い。（徐々に「希望したのに出場でき

ない」という環境になりつつあるが） 

ヒトがいないので、モノが揃わない。 

「モノ」とは「MTB-O が出来る環境」で

ある。まず、MTB-O 用の地図がほとんど

無い。仮に地図があっても、使えると

は限らない。「MTB は山道に与えるダメ

ージが大きい」という先入観があり、

また最近の自転車ブームで勝手に山に

入る人が多数出現、東京近郊のトレイ

ルが傷んでいる、という問題がある。

このため、東京近郊できちんと渉外し

ようとすると「入ってくれるな」と言

われてしまう。「人様の土地を使わせ

て頂いている」というオリエンテーリ

ングの大前提を考えると、そう言われ

れば引き下がってあきらめるしかない。 

このため、MTB-O 用の地図があって実

際に MTB-O を出来るところは、日本で

は現在１～２箇所しかない。今年の日

本代表チームも練習場所の確保・練習

環境の整備に四苦八苦した。 

こういった状況を打破すれば、きっ

と日本は今以上に速くなるだろう。 

とりあえず MTB-O 用の地図を作ると

ころから・・・だろうか。（既存の O-Map

があれば、２～３日あれば作成可能な

のだが・・・） 

（多田 宗弘） 

日本代表メンバー。 

上段：左から芝田、玉木、足立、名児耶、多田。下段：左から羽鳥、新、宮内 
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「マウンテンバイクオリエ

ンテーリングってそもそも

なんですか？」という質問が

多数（？）寄せられているの

で、一体どんなものか、とい

うことを簡単に。 

    

    

MTBMTBMTBMTB----OOOO とは？とは？とは？とは？    
マウンテンバイクオリエンテーリン

グ（以下、MTB-O）とは、その名の通り

マウンテンバイクに乗って行うオリエ

ンテーリングです。フットオリエンテ

ーリング（以下、フットＯ）との一番

の違いは『走って良いのは道だけ』と

いう点です。たまにローカルルールで

「どこを走っても良い」という事もあ

りますが、その場合も道を通った方が

速いケースがほとんどです。 

 

MTBMTBMTBMTB----OOOO の魅力の魅力の魅力の魅力    
ＭＴＢ－Ｏでは、ルートチョイスが

フットＯよりもはるかに多彩です。登

り、下り、路面状況などでフットでは

考えられないほど出せるスピードが変

わり、かつトップスピードがフットＯ

の倍以上速いので、フットＯではあり

得ないような遠回りルートがベストル

ートになることがよくあります。 

 

また、MTB に乗っているため、地図読

みが出来るところが限られます。下り

坂では止まらない限り全く読めません。

しかしトップスピードが速いため、一

旦止まるだけで相当のタイムロスにな

ります。このため、地図を読む回数を

いかに減らすか、どこで地図を読むか、

という要素が、フットＯよりもシビア

になっています。そして、地図を読む

回数を減らすと、その分だけ考えてい

たルートをトレースすることが難しく

なります。 

一方、コントロール位置は全て道の

上なので、アタックはフットＯほど難

しくは無いです。が、スピードが出て

いるので簡単でも無いです。（フット

Ｏのスプリント競技をイメージしてい

ただければ良いかと思います）。 

MTB-O のスプリントになると、移動ス

ピードが速い＋地図が読める時間・場

所が限られるので、フットＯよりも展

開が速く感じられます（要するに忙し

いです）。スリリングさは、フットＯの

スプリント以上です。 

 

一緒に世界を目指しましょう一緒に世界を目指しましょう一緒に世界を目指しましょう一緒に世界を目指しましょう    
「難しい地図は苦手だけど、簡単な

地図ならあまり地図を見ないでスピー

ドを上げて走れる」というタイプの人

は、フットＯよりもいい成績が出せる

と思います。（筆者自身もこのタイプ

です） 

女子の場合、先ほどの大会報告にも

書いた通り、まだ世界のレベルがそれ

ほど高くないので、今の内に参戦すれ

ば、世界で良い結果を残すチャンスが

あります。もっとがんばれば、世界の

トップ選手として居座ることも夢では

ありません。 

 

興味のある方はお声掛けください。 

（多田宗弘） 

ＭＴＢ－Ｏの醍醐味 

 

レポート 多田宗弘 

2009 世界選手権・男子ロング決勝のコース。（縮尺 1:20,000、等高線間隔 10m） 
５→６のルートチョイスで、A ルートと B ルートは、B ルートの方が明らかに距離が短いが、
タイムは A とほぼ同じ。ちなみにトップラップはＣルートだった。 

△→１もいろいろなルートがある。先ほどのＣ地点を通るルートも、登りが少ないので立派
な選択肢となっている。（筆者は△→１でＣを通るルートを選択） 


